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内容

1. 世界の観光と訪日外国人旅行の動向

2. 訪日外国人旅行市場の現況

3. 日本のインバウンド施策（「観光ビジョン」）

4. JNTOとビジット・ジャパン・プロモーション

5. 市場別事業とグローバル事業

6. MICE（国際コンベンション等）の誘致推進

7. 事例研究（やまがた温泉MICEの取組み）
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国際観光客到着数の推移

世界の観光動向：国際観光客数は着実に拡大

2016年の国際観光客到着数は12億3500万人（＋3.9％）に

拡大を続ける世界旅行市場（出典：UNWTO World Tourism Barometer）

地域別シェア：アジア市場拡大の推移
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世界の観光：主な指数（出典：UNWTO）

（百万人）

2016年～2020年
125百万人/10%増

2020年～2030年
449百万人/33.0%増
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（国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」（中位推計））

日本の人口減少・少子高齢化の推移予測
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65歳以上割合

約23％

65歳以上割合

約40％

総人口

約1.28億人

総人口

約8700万人

生産年齢人口
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約4400万人
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総人口（2047年）

約１億人
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3．国際観光の推進日本のソフトパワー強化 → 国家ブランド強化

1．観光は少子高齢化時代の経済活性化の切り札 ⇒ 雇用の創出

2．交流人口の拡大による地域の活性化 ⇒ 地方創生の即効・特効薬

４．「観光立国」→「観光先進国」 ＝ 生活・文化水準の向上

観光交流人口の拡大によって日本を元気に！

世界と日本の観光動向：「観光先進国」
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（千人）

(Year)

出国日本人数

訪日外客数

訪日外客数と出国日本人数が45年ぶりに逆転（2015年）

1,712万人

2,404万人

観光相互交流の拡大の重要性

35万人

大阪万博
（1970年3月～9月）

東京五輪
（1964年10月）

ビジット・ジャパン・キャンペーン
の開始（2003年4月）

世界と日本の観光動向：
50年間の訪日数/出国日本人数の推移
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ビジョン数値目標と2016年外国人訪問者数の国際比較
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フランス (France)

米国 (U.S.A.)

スペイン (Spain)

中国 (China)

イタリア (Italy)

ドイツ (Germany)

英国 (U.K.)

メキシコ (Mexico)

タイ (Thailand)

オーストリア (Austria)

マレーシア (Malaysia)

香港 (Hong Kong)

トルコ(Turkey)

ギリシャ (Greece)

ロシア (Russia)

日本 (Japan)

カナダ (Canada)

サウジアラビア (Saudi Arabia)

ポーランド (Poland)

韓国 (South Korea)

オランダ (Netherlands)

マカオ (Macau)

ハンガリー (Hungary)

アラブ首長国連邦（Untd. Arab …

インド(India)

クロアチア(Croatia)

ウクライナ(Ukraine)

シンガポール (Singapore)

チェコ (Czech Republic)

千人

出典： 世界観光機関（UNWTO）、各国政府観光局
作成： 日本政府観光局（JNTO）
注1： 本表の数値は2017年8月時点の暫定値である。
注2： 本表で採用した数値は、韓国、日本、台湾、ベトナムを除き、原則的に1泊以上した外国人訪問者数である。
注3： 外国人訪問者数は、数値が追って新たに発表されたり、さかのぼって更新されることがあるため、 数値の採用
時期によって、そのつど順位が変わり得る。
注4： 外国人旅行者数は、各国・地域ごとに日本とは異なる統計基準により算出・公表されている場合があるため、こ
れを比較する際には注意を要する。

第4位

第6位

第16位
2016年の訪日外国人旅行者数は2404万人
※世界で16位、アジアで5位に相当
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1月-12月
2,404万人+47%

+29%
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2016年 過去最高の2,404万人

訪日外客数の推移
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2,000万人

突破！



1.日本のデスティネーションとしての注目度の高まり

2.政府一丸となった取り組み
-ビザ要件の免除および緩和
-免税制度の拡充
-JNTOによる継続的なプロモーション

3.アジア諸国の中間層の拡大

4.訪日増加にむけたオールジャパンでの取り組み

5.格安航空・クルーズ旅行市場の拡大

訪日外国人増加の要因： “海外旅行の大衆化”
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総計
2,404万人

アジア 1,998万人
(83.1%)

米国
124万人
(5.2%)

その他98万人 (4.%)

欧州主要
5カ国
94万人
(3.9%)

豪州
45万人
(1.9%)

東アジア
1,747万人
(72.7%)東南アジア

251万人
(10.4%)

国・地域 暫定値

総数 24,039,053

1 中国 6,372,948

2 韓国 5,090,302

3 台湾 4,167,504

4 香港 1,839,189

5 米国 1,242,702

6 タイ 901,458

7 豪州 445,237

8 マレーシア 394,262

9 シンガポール 361,804

10 フィリピン 347,860

2016年訪日外客の市場別状況
＜市場別人数＞

※出典：日本政府観光局（JNTO)
※グラフはビジット・ジャパン事業重点20市場の地域別構成比。

訪日外国人旅行者数市場別内訳（2016年）
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訪日外国人旅行消費額と構成（2016年）

旅行消費額の費目別構成比(2016年間確報値 費目別)

買物代

14,261億円

38.1%

宿泊費

10,140億円

27.1%

飲食費

7,574億円

20.2%

交通費

4,288億円
11.4%

娯楽サービス費

1,136億円

3.0%

その他

77億円
0.2%

訪日外国人

旅行消費額

3兆7,476億円

※出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査」H28年間確報値

年間の旅行消費額と1人当たり旅行支出の推移
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35,000

40,000

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年

旅行消費額（億円）・左目盛 1人当たり旅行支出額（円／人）・右目盛

 訪日外国人旅行消費総額…

3兆7,476億円（前年比7.8%増）

 訪日外国人の旅行支出額…

15万5,896円/人

定住人口1人分の年間消費≒訪日外国人8人分の消費

※定住人口１人分の年間消費額は125万円とする（総務省統計局家計調査より)
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訪日外国人旅行消費額の製品別輸出額との比較

訪日消費は主要な輸出産業と拮抗

2016年の訪日外国人旅行消費額（速報）は3兆7,476億円で、電子部品の輸出額を

超える第3位の規模となっている。

（億円）

※観光、造船・舶用品および農林水産物以外の各製品の金額は貿易統計（財務省）より算出。※造船・舶用品、農林水産物以外の金額は2016年の数値。※造船・舶用品の金額は2014年の確報値で、海事局データより算出。
※農林水産物の金額は農林水産省公表値で、2015年の確報値。 ※映像機器にはテレビの輸出額を含む。 ※カッコ内に記載の品名は、貿易統計における品名を示す。
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平成28年における三大都市圏と地方部（※）の外国人 延べ宿泊者数の対前年比を比較すると、
三大都市圏で+3.4%、地方部で+9.5％と地方部の伸びが三大都市圏の伸びを上回っている。

三大都市圏及び地方部における外国人延べ宿泊者数比較
（平成28年1月～12月 確定値）

単位：千人泊 三大都市圏

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

平成27年 平成28年

地方部

+3.4%
+9.5%

※出典：観光庁宿泊旅行統計調査

※）三大都市圏とは、「東京、神奈川、千葉、埼玉、愛知、大阪、京都、兵庫」の8都府県をいう。地方部とは、三大都市圏以外の道県をいう。

訪日外国人の宿泊動向（三大都市圏 vs 地方部）
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訪日外国人の宿泊特性（地域別特色）

福岡県（約267万泊）

沖縄県（約386万泊）

石川県（約62万泊）

※出典：観光庁宿泊統計調査 H28確定値

京都府（約460万泊）

広島県（約84万泊）

東京都（約1806万泊）

北海道（約655万泊）
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15%

中国

24%

香港

12%

台湾

22%

タイ

7%

シンガポール

5%

韓国

7%

中国

23%

香港

6%
台湾

12%タイ

4%

オーストラリア

4%

その他

13%

欧州
10％

北米
13％

その他
東南アジア

10％

中国

23%

香港 5%

台湾

15%オーストラリア

5%

アメリカ

12%

その他

12%

東南アジア
7％

欧州
14％

韓国

39%

中国

13%
香港

12%

台湾

19%

タイ

5%

その他

6%

中国

10%

台湾 8%

オーストラリ

ア

10%

イギリス

5%

ドイツ 5%

その他

18%
その他

欧州8％

東南アジア
7％

北米
16％

中国

11%

香港

6%

台湾

34%

アメリカ 9%

その他

9%欧州
12％

東南アジア
9％

韓国

28%

中国

22%
香港

13%

台湾

25%
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買物代

15%

宿泊費

40%
飲食費

21%

交通費

16%

娯楽サービス費

7%

その他1%

一人当たり

消費総額

246,866円

オーストラリア

※出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査」H28年間確報値

訪日外国人の旅行消費特性（項目別）

買物代

53%

宿泊費

19%

飲食費

17%

交通費

9%

娯楽サービス費

2%

その他1%

一人当たり

消費総額

231,504円

中国
旅行支出

買物代 宿泊費 飲食費 交通費
娯楽

その他
総額 サービス費

オーストラリア 246,866 37,587 99,802 51,201 40,169 17,958 150

中国 231,504 122,895 44,126 38,943 19,917 5,014 609

スペイン 224,064 32,050 92,209 49,101 44,165 6,482 57

イタリア 198,001 25,596 78,596 45,299 38,901 9,315 293

ロシア 190,881 64,892 61,848 31,005 21,813 7,258 4,065

フランス 189,006 30,299 75,462 40,799 34,590 7,830 26

ベトナム 186,133 58,883 49,312 54,180 19,556 4,125 77

英国 181,795 24,000 80,131 41,220 30,011 6,408 24

米国 171,418 26,111 70,707 41,137 27,856 5,427 180

ドイツ 171,012 20,350 78,851 36,899 29,716 5,068 128

シンガポール 163,210 40,428 58,462 34,903 24,891 3,242 1,285

香港 160,230 62,389 41,501 34,570 17,328 4,412 29

カナダ 154,977 29,327 55,365 36,319 28,508 5,184 273

インド 144,261 32,968 61,347 27,377 19,712 2,783 74

インドネシア 136,616 34,665 47,116 22,585 27,171 5,051 28

マレーシア 132,354 40,023 41,048 27,753 19,799 3,671 60

タイ 127,584 45,414 34,532 25,858 16,529 4,821 430

台湾 125,854 47,122 33,634 26,611 14,126 4,137 224

フィリピン 112,229 34,093 33,192 26,506 13,419 4,959 59

韓国 70,281 19,562 22,090 17,847 7,505 3,042 234

その他 183,086 37,335 67,698 41,890 29,633 6,505 24

全国籍・地域 155,896 59,323 42,182 31,508 17,838 4,725 320

【費目別旅行支出】 （円/人）

買物代

32%

宿泊費

26%

飲食費

29%

交通費

11%

娯楽サービス費

2%

その他1%

一人当たり

消費総額

186,133円

ベトナム

買物代

14%

宿泊費

41%
飲食費

22%

交通費

20%

娯楽サービス費

3%
その他1%

一人当たり

消費総額

224,064円

スペイン
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出典：訪日外国人消費動向調査（2016年）暦年

訪日前に期待していたこと
複数回答・全ての国と地域合計

訪日旅行者の訪日旅行への期待（市場別）

調査対象

市場

訪日前に最も期待していたこと （上位５項目）

1 2 3 4 5

韓国 日本食 ショッピング 温泉入浴
自然・景勝地

観光
テーマパーク

中国
自然・景勝地

観光
ショッピング 日本食 温泉入浴 テーマパーク

台湾
自然・景勝地

観光
日本食 ショッピング テーマパーク 温泉入浴

香港 日本食
自然・景勝地

観光
ショッピング 温泉入浴 テーマパーク

タイ 日本食 ショッピング
自然・景勝地

観光
温泉入浴

繁華街の

街歩き

シンガポール 日本食
自然・景勝地

観光
ショッピング 温泉入浴 テーマパーク

マレーシア 日本食
自然・景勝地

観光
ショッピング テーマパーク

繁華街の

街歩き

英国 日本食
自然・景勝地

観光
歴史・伝統文化

体験
その他 ショッピング

フランス 日本食
自然・景勝地

観光
日常生活体験

歴史・伝統文化

体験
四季の体感

米国 日本食
自然・景勝地

観光
歴史・伝統文化

体験
日常生活体験 その他

豪州 日本食
スキー・

スノーボード

歴史・伝統文化

体験

自然・景勝地
観光

温泉入浴
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訪日外国人の行動特性 :訪日外国人の旅行志向

※出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査」H28暦年

訪日中にしたこと・次回したいこと
（観光・レジャー目的、全国籍・地域、複数回答）

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

日
本
食
を
食
べ
る
こ
と

日
本
の
酒
を
飲
む
こ
と
（
日
本
酒
・
焼
酎
等
）

旅
館
に
宿
泊

温
泉
入
浴

自
然
・
景
勝
地
観
光

繁
華
街
の
街
歩
き

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

美
術
館
・
博
物
館

テ
ー
マ
パ
ー
ク

ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
（
ゴ
ル
フ
等
）

舞
台
鑑
賞
（
歌
舞
伎
・
演
劇
・
音
楽
等
）

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
（
相
撲
・
サ
ッ
カ
ー
等
）

自
然
体
験
ツ
ア
ー
・
農
漁
村
体
験

四
季
の
体
感
（
花
見
・
紅
葉
・
雪
等
）

映
画
・
ア
ニ
メ
縁
の
地
を
訪
問

日
本
の
歴
史
・
伝
統
文
化
体
験

日
本
の
日
常
生
活
体
験

日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
楽
し
む

今回したこと（％） 次回したいこと（％）

16



調査対象

市場

訪日前に最も期待していたこと
（上位3項目）

1位 2位 3位

韓国 日本食 ショッピング 温泉入浴

中国
自然・景勝地

観光
ショッピング 日本食

台湾
自然・景勝地

観光
日本食 ショッピング

香港 日本食
自然・景勝地

観光
ショッピング

タイ 日本食 ショッピング
自然・景勝地

観光

シンガポール 日本食
自然・景勝地

観光
ショッピング

マレーシア 日本食
自然・景勝地

観光
ショッピング

英国 日本食
自然・景勝地

観光
歴史・伝統
文化体験

フランス 日本食
自然・景勝地

観光
日本の

日常生活体験

米国 日本食
自然・景勝地

観光
歴史・伝統
文化体験

豪州 日本食
スキー・

スノーボード
歴史・伝統
文化体験

出典：訪日外国人消費動向調査（2016年）暦年

観光ビジョンの実現に向けて：
訪日外国人の困りごととニーズ

訪日外国人から寄せられた代表的な困りごと 訪日外国人が訪日前に期待すること

―――――ショッピングに対する不満―――――

・クレジットカード決済ができる店が少ない

・海外クレジットカード対応のATMが少ない

・オンラインでの予約・決済に対応していない

・ショッピング含め、夜に楽しめる場所が足りない

――――――言語対応に対する不満――――――

・多言語対応が不足している

（web、案内板、飲食店のメニュー、コインロッカー等）

・通訳ガイド等、インバウンド対応できる人材不足

――――――施設や設備に対する不満――――――

・Wi-Fiの設置が少ない、利用手続きが面倒

・タトゥーをしていると浴場を利用できない

・洋式トイレが少ない

―――――――交通機関に対する不満―――――――

・電車内に大きいスーツケースが置けない

・レールパスで私鉄に乗れない、家族割がほしい
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「観光ビジョン」の実現：数値目標

視点1

観光資源の魅力を

極め、地方創生に活用

視点2

観光産業を革新し、

国際競争力を高め、

我が国の基幹産業に

視点3

すべての旅行者が、

ストレスなく快適に

観光を満喫できる環境に

訪日外国人旅行者数

訪日外国人旅行消費

4,000万人

8兆円

6,000万人

15兆円

2020年 2030年

「観光先進国」への3つの視点

新たな目標

2,404万人

3.7兆円

2016年
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視点1．観光資源の魅力を極め、「地方創生」の礎に

・魅力ある公的施設・インフラの大胆な公開・開放
・文化財の観光資源としての開花
・国立公園の「ナショナルパーク」としてのブランド化
・景観の優れた観光資産の保全・活用による観光地の魅力向上
・滞在型農山漁村の確立・形成
・古民家等の歴史的資源を活用した観光まちづくりの推進

観光ビジョンの実現に向けて：
観光ビジョン実現プログラム2017

・新たな観光資源の開拓
・地方の商店街等における観光需要の獲得・

伝統工芸品等の消費拡大
・広域観光周遊ルートの世界水準への改善
・「観光立国ショーケース」の形成の推進
・東北の観光復興

視点2．観光産業を革新し、国際競争力を高め、我が国の基幹産業に

・観光関係の規制・制度の総合的な見直し
・民泊サービスへの対応
・産業界ニーズを踏まえた観光経営人材の育成・強化
・宿泊施設不足の早急な解消及び多様なニーズに合わせた

宿泊施設の提供
・世界水準のDMOの形成・育成
・「観光地再生・活性化ファンド」の継続的な展開
・次世代の観光立国実現のための財源の検討

・訪日プロモーションの戦略的高度化
・インバウンド観光促進のための多様な魅力の

対外発信強化
・MICE(国際会議等）誘致の促進
・IRに係る法制上の措置の検討
・ビザの戦略的緩和
・訪日教育旅行の活性化
・観光教育の充実
・若者のアウトバウンド活性化

視点３．すべての旅行者が、ストレスなく快適に観光を満喫できる環境に

・最先端技術を活用した革新的な出入国審査等の実現
・民間のまちづくり活動等による「観光・まち一体再生」の推進
・キャッシュレス環境の飛躍的改善
（海外発行カード対応ATMの設置促進を含む）
・通信環境の飛躍的向上と誰もが一人歩きできる環境の実現
・多言語対応による情報発信
・急患等にも十分対応できる外国人患者受入体制の充実

・「世界一安全な国、 日本」の良好な治安等を体感できる環境整備
・「地方創生回廊」の完備
・地方空港のゲートウェイ機能強化とLCC就航促進
・クルーズ船受入の更なる拡充
・公共交通利用環境の革新
・休暇改革
・オリパラに向けたユニバーサルデザインの推進
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観光ビジョン実現に向けたJNTO重点事業戦略

Ⅰ. 訪日プロモーションの戦略的高度化

◇ 国別戦略の徹底

◇ デジタルマーケティングの本格導入

Ⅱ. 多様な魅力の対外発信強化

◇ 外国人目線でのウェブサイトの強化とスマート
フォンアプリの活用

◇ 有力インフルエンサーネットワークの構築とSNSでの活用

Ⅲ. 地方創生への貢献(地方への誘客)

◇ 地方自治体・DMOとの連携強化

◇ 東北デスティネーション・キャンペーン

◇ LCC・クルーズ新規誘致の協働プロモーション

◇ 訪日教育旅行の地方への拡大

Ⅳ. 質の高い観光への貢献(稼ぐ観光産業の実現)

◇ 欧米豪・富裕層向けプロモーションの強化

◇ 国際会議・インセンティブ旅行の誘致支援と
高付加価値化

◇ 受入環境整備・支援

◇ラグビーワールドカップ・オリパラを活用したプロモーション

JNTOは、訪日プロモーションの執行機関として、知見を駆使しながら、多様化するニーズに対応し、
日本における国際観光の促進を目指す。
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・ＡＴＭ・クレジットカードの問題

・Wi-Fi、インターネット環境の問題

・宿泊施設の問題（設備老朽化）

・大型団体の受入施設の問題

・外国語メニュー、接客、決済の問題（飲食店）

観光インフラの問題

言語対応・人材の問題

JNTO海外事務所、関係者からの意見として

・多言語表示、解説の問題

・通訳案内士の問題（規制緩和の方向）

・インバウンド対応人材の不足

・宗教、文化面での多様性に対するノウハウ

観光ビジョンの実現に向けた訪日外客の受入環境整備の課題

交通機関の問題

・ツアーバスの問題(料金、安全、供給）

・鉄道乗車券、レールパスの問題

・車内設備の問題

・表示、案内放送の問題

・緊急時対応

施設・その他の問題

・ナイトライフ不足の問題（夕食後の過ごし方）

・刺青をした旅行者への対応の問題（温泉、銭湯）

・脱「一泊満腹主義」の問題（リピート化や延泊）

・クルーズ対応の問題（入管、食事、バス確保等）

・教育旅行の問題（学校交流、ホームステイ）

世界経済フォーラム（WEF）「旅行・観光競争力報告書」（2017）より

旅行・観光競争力・・・・・4位（アジア地域唯一のトップ10）（2015年：9位）

観光サービスインフラ・・・29位（/141カ国） （2015年：75位）

受入環境の更なる整備は
今後の大きな課題 21



日本政府観光局（JNTO）の概要

私たちは、日本のインバウンド旅行市場を拡大する政府観光局として、国民経済の発展、地域の活性化、国際的な相互理解の促進、
日本のブランド力向上を実現することにより、未来の日本をより豊かに、元気に、明るくすることを目指します。

Vision：私たちが目指すこと

●正式名称 ： 独立行政法人国際観光振興機構（国土交通省 観光庁所管）

※通称として「日本政府観光局」、略称としてJNTO（英文名称：Japan National Tourism Organizationの頭文字）を使用しています。

●国内拠点 ： 本部（東京）
●海外拠点 ： 20事務所（ソウル、北京、上海、香港、バンコク、シンガポール、ジャカルタ、シドニー、ロンドン、

フランクフルト、パリ、ニューヨーク、ロサンゼルス、トロント、モスクワ、クアラルンプール
ハノイ、デリー、ローマ、マドリード）

※マニラ新規開設予定

JNTOは世界20都市に海外事務所を持ち、
外国人の訪日旅行の促進に向けて、海外現地目線に

立ったプロモーション、マーケティングを行ってい
ます。

JNTOの活動

組織概要

＜主な事業＞

●訪日旅行市場に関する市場分析・マーケティング

●海外現地旅行会社の訪日ツアー企画・販売の促進

●海外現地メディアを通じた広告・宣伝

●ウェブやSNSを通じた訪日観光の情報提供

●国際会議（MICE）の誘致・開催促進

●受入環境整備・向上支援

（ビジット・ジャパン観光案内所の認定）
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ビジット・ジャパン事業の対象市場（平成29年度）

○重点市場：訪日旅行者数上位の国・地域であり、今後も重要な市場（20市場）
○潜在市場：訪日旅行者数が相当程度あり、今後大幅な増加が期待できる市場（10市場）
○在外公館等連携事業：訪日旅行者数が一定程度（1万人程度以上）ある国・地域（但し、重点市場は除く）

○東アジア：韓国、中国、台湾、香港
○東南アジア：タイ、シンガポール、マレーシア、インドネシア、ベトナム、フィリピン
○南アジア：インド
○北米：米国、カナダ ○欧州：英国、フランス、ドイツ、ロシア、イタリア、スペイン
○オセアニア：オーストラリア

重点市場（20市場）

○欧州：スウェーデン、オランダ、フィンランド、ベルギー、デンマーク、オーストリア、
ノルウェー、ポーランド ○中東：トルコ、イスラエル

潜在市場（10市場）

★潜在10市場及び、以下の14市場★
○東アジア：マカオ、モンゴル
○南アジア：ネパール、スリランカ、

ミャンマー、パキスタン、カンボジア

○中南米：ブラジル、メキシコ、アルゼンチン
○欧州：スイス、アイルランド、ポルトガル
○オセアニア：ニュージーランド

在外公館等連携事業対象（24市場）
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年
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定

2013年 2020年

外国人受入環境の整備
多言語対応、無料Wi-Fi、買い物環境（免税店、クレジットカード）、宿泊施設の充実・

バリアフリーの充実、CIQの充実、ファーストレーンの設置、案内所・案内ガイドの充実 等

オリパラ等開催決定を契機としたＭＩＣＥ誘致のプロモーション強化

文化プログラムや聖火リレーの実施

オリンピック開催国「日本」という国際的注目度を活かした訪日プロモーション

事前合宿の日本各地への誘致

魅力ある観光地域づくりを促進し、オリンピック開催効果を地方に波及

各種国際競技大会の日本各地への誘致

2016年2015年2014年 2017年 2018年

東
京
オ
リ
パ
ラ
大
会
開
催

2019年 2021年

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
／

Ｇ
２
０
首
脳
会
合

関
西
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
２
０
２
１

FIFAワールド
カップ 冬季アジア札幌大会

ラグビーワールド
カップ リオオリンピック 平昌オリンピック FIFAワールドカップ

観光ビジョンの実現に向けたメガイベントの重要性
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１ 意識改革-国を開く国民運動

•観光、MICEは少子高齢化を迎えた日本の基幹産業である（政府）

•訪日客の積極的な受入れ（観光事業者）

•外国人を笑顔で迎えよう（地域住民）

２ 観光産業の裾野拡大-異業種の参入

•交流人口の拡大で新たなビジネス機会

３ インバウンド拡大のための改善策

•首都圏空港の容量と宿泊施設 ⇒ 地方の時代

•バス、通訳ガイド、大型国際会議場、展示場

•需要の分散

４ JNTOの強化

５ 観光の質の向上と観光産業の労働生産性向上

日本の観光産業の課題と対応：訪日4000万人時代に向けて

⇒ 稼ぐ観光産業への脱皮
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訪日旅行市場の拡大基調とその変化:
① 個人旅行（ＦＩＴ）化及びリピーター化
② アジア市場の拡大と質の高い欧米豪市場の着実な成長

外国人の食のニーズ：
日本食への関心の高まり ≠ ローカルフードへの関心

必要な取組み：

①多様化する食習慣（ハラール、ベジタリアン等主要な食習慣）への理解

②メニュー等食の情報発信強化（多言語と分りやすさ）

③ 簡易な予約、決済方法（キャッシュレス化）への対応

④ 満足度を高める工夫（Wifi, メニュー外国語化、禁煙等）

最近の訪日インバウンド動向と対応： まとめ

言語対応への過剰な不安を払拭
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都道府県外国人別延べ宿泊者数（平成28年1月～12月 確定値）
単位：千人泊

※出典：観光庁 宿泊旅行統計調査

訪日外国人都道府県別宿泊割合

訪日外国人の宿泊動向（都道府県別）

東京都

26.0%

千葉県 4.8%

神奈川県3.1%

埼玉県 0.2%

愛知県 3.4%

京都府

6.6%
大阪府

14.4%兵庫県 1.6%

その他地方部

39.7% 60.3

%
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ゴールデンルートへの集中（2/3）

都道府県別客室稼働率
（全施設タイプ）

訪日外国人による
空港・海港別利用割合

出典：観光庁 訪日外国人消費動向調査（2016年・暦年）推計・確報値
（観光・レジャー目的）

※出典：観光庁 宿泊旅行統計調査（2016年）確定値

■80％以上
■70％以上

80％未満
■65％以上

70％未満

成田

33%

羽田

7%関西

28%

その他

空港

海港

32%
68%
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2017年度訪日外国人誘致戦略のポイント

2020年訪日外国人旅行者数4,000万人、訪日外国人旅行消費額8兆円等の目標達成のためには、訪日旅行者全体の84％を
占めるアジアのみならず、海外旅行市場の大きさに対して訪日旅行者数が十分に大きいとはいえない欧米豪をはじめ、訪
日インバウンドの成長が見込まれる全世界の市場からの誘客を実現していくことが必要。

現状①：インバウンドの84％がアジア 現状③：他のアジア諸国に比べ、日本は
欧州市場を取り込めていない

（出展）ＪＮＴＯ （出展）ＵＮＷＴＯ

○ 欧米豪市場からのインバウンド取込みのため、日本の旅行
先としての認知度が低く、広告や旅行博出展などの一般的
なプロモーション手法のみでは訴求しにくい訪日無関心層
をターゲットとして「訪日グローバルキャンペーン」を本
格実施。

○ 重点20市場からの更なる誘客の戦略的な実現のため、国別
戦略に基づくきめ細かな市場別プロモーション等を徹底。

○ これらのプロモーションの効果的な実施のため、デジタル
マーケティングを本格導入。

○ 自治体等との連携等による多様な魅力の発信により、地方
への誘客を強力に促進。

○ プロモーションの高度化及び戦略的誘客の実現に向けて、
ＪＮＴＯの体制強化を実行。

施策の方向性
訪日グローバルキャンペーンと市場別プロモーション

ポイント

現状②：欧米豪地域は世界のアウト
バウンドの６割超を占める

（出展）ＵＮＷＴＯ
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調査方法
6月26日～7月10日、欧米豪6か国の20-69歳
男女に対しインターネット調査（n=10,000
（米）, 5,000ea（独英仏豪）, 3,000（加）各国3-
6地域に分け男女年代バランスを調整）

＜参考＞

この資料中のデータは、対象6か国毎の調査

結果の人口比による加重平均により算出。
各国人口は、本件調査委託先からの提出資
料に記載されたデータを使用（米322百万
人、独82、英65、仏64、豪24、加36）。

欧米豪主要６カ国（英仏独米加豪）における
ロングホール海外旅行者・旅行消費額及び訪日無関心層

訪日グローバルキャンペーンの本格実施②
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･世界の富裕層旅行市場において日本は比
較的新しい旅行先として近年関心の高ま
りが見られる。

･国内においては、ここ10年ほどの間に富
裕層旅行市場向けの取り組みが徐々に活
発化。

･JNTO本部と海外事務所で役割分担して
全世界の主要な富裕層旅行専門旅行会
社商談会（※）に参加 ※下表参照

･2013年、世界最大級の富裕層旅行専門
の 旅行会社向け商談会「ITLM」の日本
誘致に成功し、以降毎年開催。

また、本年からJNTO独自で富裕層旅行
に特化した商談会 “Japan Luxury
Showcase”を開催

海外の富裕層旅行専門旅行会社に対する日本の認知向上、富裕層顧客に対する訪日旅行提案の増加

富裕層の誘客拡大に向けたプロモーションの強化①

①商談会における効果
的なプロモーション

富裕層コンテンツを掲し
たパンフレット・USBの
配布だけでは相手への訴
求力が不十分

②商談会後のフォローアップ

短時間の商談会で関心を持った旅行会社
に対し、詳細な情報提供を行う施策が不
十分

③世界の主要商談会へ
の参加

海外事務所がないエリ
アでの商談会参加が不
十分

①BtoB向けのより訴求
力のあるプロモーション

･富裕層に魅力的な
コンテンツ（アクティ
ビティ、自然、文化
等）を含む質の高い
プロモーション映像の
制作

･制作した動画を活用し
たセミナーの実施

②誘客に直結する情報提供

･富裕層向けウェブサイトの立ち上げ・
運営

→富裕層向けコンテンツ、サービス等の旅
行手配に関する恒常的な情報提供

･国内ランドオペレーター、ホテル等と
の連携･情報発信

→配布資料、ウェブ等で国内事業者の
コンタクト等をまとめて発信

･富裕層向け旅行会社に対する情報発信
→ファムトリップ、JNTO主催商談会等

③各国における主要
商談会（非重点国
で開催）への参加

･Pure Life 
Experienceへの参加

（マラケシュ開催。世界的
に著名な商談会の一つ）

･Arabian Travel 
Marketへの参加

（ドバイ開催。中東富裕層
向け）

想定される効果

事業目的

米国（NY,LA） Virtuoso
Signature
ILTM Americas

豪州(ｼﾄﾞﾆｰ) Luxperience

ロシア（ﾓｽｸﾜ） LTM

JNTO海外事務所 (市場特化型商談会へ参加)

フランス(カンヌ) ILTM Cannes
日本(東京) ILTM Japan
日本(東京) Japan Luxury Showcase(※)

※JNTO主催

JNTO本部 (グローバル型商談会へ参加)

世界の富裕層旅行専門旅行会社商談会への参加

課題

平成30年度の対応 平成29年度富裕層調査事業
海外の富裕層が関心を持つコンテンツを特定

○ 欧米豪市場からの誘客のトレンドを牽引し、訪日旅行消費拡大への寄与が大きい富裕層の本格的な訪日取り込みを目指す。
○ 近年の日本に対する富裕層の関心の高まりに十分に応える業界向けプロモーション･情報発信を強化する。

現状
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年齢層 2015
CAGR％

2016-2022

ミレニアル世代 91,264 8.1

Ｘ世代 248,730 6.6

ベビーブーマー世代 309,975 5.5

シルバー世代 102,329 6.9

合計 752,299 6.4

ツアータイプ 2015
CAGR％

2016-2022

カスタマイズ・プライ
ベート休暇

25,408 6.8

アドベンチャー・サファリ 331,246 5.8

クルーズ/船旅 52,485 7.2

少人数旅行 125,508 5.6

祝賀・特別イベント 47,843 6.2

グルメ旅行・ショッピング 169,809 7.8

合計 752,299 6.4

①世界の人口に占める富裕層の規模

約3,300万人

年平均成長予測
2016～2020年

③富裕層旅行業界の産業的な拡がり

（ツアー別）

出典：クレディ･スイス｢グローバルテ･ウェルス･リポート｣（2015年）

（世代別）

④日本への注目度

米国の富裕層向け大手旅行雑誌2誌にてランキング上位入賞

1. Travel+Leisure（トラベルアンドレジャー）

世界観光ランキングで京都が

2014年、2015年の2年連続で世界1位を獲得

2. Conde Nast Traveler (コンデナストトラベ

ラー)

世界観光ランキング（2016年）で東京が世界1位、

京都が9位を獲得。

世界最大規模の富裕層旅行の業界団体Virtuoso（ｳﾞｧｰﾁｭｵｰｿ）（※1）

における2016年の｢人気急上昇中の旅行地ランキング｣（※2）

トップテン（世界6位）にランクイン

1位：ケニア（前年比＋59％）
2位：アイスランド（同56％）
3位：セントマーチン（同39％）
4位：中国（同35％）
5位：エクアドル（同34％）
6位：日本（同32％）

（※１）
世界40カ国から390社、
11,400名の富裕層向け
旅行会社販売員が加盟

（※2）
前年比の旅行予約増加率
を比較した順位

金融資産総額
100万ドル超

（約1億1千万円）

富裕層とは…

 欧米豪を中心に富裕層のみを対

象とする旅行会社コンソーシア

ムが存在

 富裕層旅行マーケット分析の観

点からの富裕層の定義として

は、保有資産･所得水準に関わら

ず、富裕層向け旅行業者を利用

して旅行する者とすることが妥

当

 富裕層旅行者は、概ね保有資産

100万ドル超（マス富裕層）、

さらにその中でも超富裕層（資

産5,000万ドル以上）は特に質

の高い旅行を指向するとされて

いる。

②富裕層旅行マーケットの規模及び成長性

年平均成長予測
2016～2020年

（地域別）

出典：Priyanka Bisht & Shoaib Iqbal（2016）
Luxury Travel Market  global opportunity analysis and industry forecast, 2014-2022

単位：100万ドル

単位：100万ドル 単位：100万ドル

（定義）

LAMEA … Latin America,Middle East and Africa

（中南米･中東･アフリカ）

（定義）

ミレニアル世代 …21才から34才

X世代 …35才から50才

ベビーブーマー世代 …50才から65才

シルバー世代 …60才以上

地域 2015
CAGR％

2015-2022

北米 193,567 5.1

欧州 297,986 5.1

アジア太平洋 183,937 8.7

LAMEA 76,810 8.4

合計 752,299 6.4

出典：Priyanka Bisht & Shoaib Iqbal（2016）
Luxury Travel Market  global opportunity analysis and industry forecast, 2014-2022

年平均成長予測
2015～2020年

富裕層の誘客拡大に向けたプロモーションの強化②
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東北プロモーション実施に至る経緯

平成28年3月10日： 安倍首相記者会見

東日本大震災から5年を迎え、平成28年を東北観光復興元年として「2020年に東北の外国人宿泊者数を現在の3倍である150万人泊に

押し上げることを目指す」との目標を提示。

平成28年4月15日： 復興庁「東北観光アドバイザー会議」提言

この目標の実現に向け、観光復興関連予算を戦略的かつ効果的に活用し、官民が連携して取り組みを進めていくため、今後の観光復興

の方向性を提示。

東北観光アドバイザー会議」提言の概要

経緯

【インバウンドの現状と課題】

〇韓国・香港等、根強い風評被害が残る一方で、台湾、中国、タイ等の成長市場も存在する。

〇海外における東北の観光地としての認知度が低い一方で、その潜在力は高い。

【方向性】

①東北のブランドイメージの創出(スター観光地の発掘・育成) ②受入体制強化 ③「学びの場」としての魅力づくり

④仙台空港を中心としたゲートウェイ機能強化 ⑤効果的なプロモーション実施(広域プロモーションの強化、影響力のある者の活用)

⑥風評被害等震災の影響の払拭 ⑦観光先進地への新たな試み ⑧持続可能な仕組み作り

JNTO運営費交付金【復興枠】

予算規模10億円。日本初となる全世界対象のデスティネーション・キャンペーンの第１弾として、東北を対象とした集中的なプロモーションを実施。
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東北プロモーション体制

密接な連携

観光庁

JNTO 東北観光推進機構
・意見聴取
・調整
・インバウンド推進連絡会議

広域でのプロモーション等を実施

地域での商品開発、プロモーション、受入環境整備等を実施

東北
運輸局

東北の
地方自治体

東北の
企業

連
携

東北観光復興
対策交付金等
32.6億円

運営費交付金
（復興枠）10億円

復興庁
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平成28年度の主な実施事業

Steve Backshall（博物学者）Helen Glover（金メダリスト）夫妻

東北6県全てを巡り、海外からの視点で東北の魅力を体験・発信。

韓国で絶大な人気を誇る女性歌手・タレントのエイリーを招請
SNSフォロワー数は約261万人。

【知名度向上事業（風評被害払拭）】韓国における著名人を活用した情報発信した東北地域の訪日プロモーション事業

クロスメディア型の情報発信

東日本大震災の風評被害が根強く残る韓国市場を対象とした事業
①映像制作

韓国の女性著名人が、東北の魅力を「グルメ、自然景観、現地体験」の
視点から訴求する動画を制作。

②著名人のSNS等を活用した情報発信

⇒ 合計動画視聴回数：221万4,786回
著名人によるＳＮＳ上での情報発信への反応（いいね数合計）23万

【知名度向上事業】著名人を活用した映像を用いた東北地域の訪日プロモーション事業 ※グローバル（欧米豪及び英語圏）対象

①番組制作
英国の著名人夫妻が、東北の魅力を体験する番組をBBC Earthが制作し、
BBC World NewsやBBC Online Network、BBC2にて、計16回放送。

②東北宣伝TVCM制作
番組制作で撮影した素材を活かし、東北を紹介するTVCM制作。

③特設サイト「Japan Horizontal」制作
④著名人のSNS等を活用した情報発信

⇒ 合計CM放映回数：3,456回 特設サイトＰＶ数：44万回
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【送客推進・連携事業】 新規就航等を支援する東北地域の訪日プロモーション事業

平成28年度の主な実施事業

①国際線新規就航及びチャーター便販売支援
東北６県内の空港を利用する新規就航及びチャーター便の航空座席、旅行商品の
販売促進に資する共同広告を航空会社、旅行会社と連携して実施。

②国際定期便販売支援
東北6県内に既に就航している国際定期便の航空座席、旅行商品の販売促進に資
する共同広告を航空会社、旅行会社と連携して実施

⇒ 5市場（中国・韓国・台湾・タイ・ベトナム）11社、合計8,759人の送客支援
昨年6月のタイガーエアー定期便就航（仙台－台北）時にも、

航空会社や旅行会社と共同でオンライン広告や新聞広告等を実施。

新規就航促進と既存路線の活性化

【送客推進・連携事業】旅行会社向けイベント及び一般消費者向けイベントを通じた東北地域の訪日プロモーション事業 ※台湾市場

①B to Bイベント
「日本東北観光説明会・商談会in台湾2016」 2016.8.23（台中）8.24（高雄）

⇒ 参加者：台湾71社120名・日本14社31名参加、商談件数：229件

②B to Cイベント
「日本東北遊楽日2016だいすき♡♥とうほく」 2016.12.9-13（台北）

⇒ 来場者：11.5万人（前年比2倍）、東北6県がブース出展

3回目を迎えたB to Cイベントでは、東北6県がそれぞれ出展したほか、
民間企業等も出展。3日間での入場者数は11万5千人に達した。
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東北デスティネーション・キャンペーン

CNNによる世界各国・地域への情報発信
韓国旅行業協会（ＫＡＴＡ）を

東北へ招請

外国航空会社への新規就航等の支援
海外のオンライン旅行会社・

口コミサイト等との連携

CNNｳｪﾌﾞ特設ﾍﾟｰｼﾞ設置
閲覧者数：17.4万人
閲覧数：25万ページ

TVCM：278回
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ再生回数：約33.6万回

グローバルメディアによる情報発信や旅行会社招請、航空会社、オンライン旅行会社と
の共同キャンペーン等により東北への誘客を促進

約240名が平泉、角館等を視察
参加者ｱﾝｹｰﾄで92.4％ が

｢安全への懸念が解消」と回答

復興航空（台湾）
仙台新規就航（10月6日～）

大韓航空（韓国）
庄内チャーター（9月14日）

東北観光関係者向けのオン
ライン旅行会社、口コミ活用
のセミナー（9月15日）

オンライン旅行会社、口コミサイト等
とのキャンペーンによる東北への
送客推進、認知度向上（10月～）

朝鮮日報等7紙を超える
韓国ﾒﾃﾞｨｱで好意的報道
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平成29年度東北観光復興プロモーション事業

【グローバル事業】 ※市場横断型事業

・観光魅力発掘・発信事業

東北地方の観光魅力を外国人目線で整理して発信する事業及び

魅力溢れる観光資源を、グローバルメディア等を活用して全世界に情報発信する事業をそれぞれ実施。

・知名度向上事業（風評被害払拭含む）

低い東北地域の知名度向上を目的とし、世界的に名の通った著名人等を起用してプロモーションを展開。

また、根強い風評被害の残る市場（韓国・香港）については、その払拭を目指す。

・送客推進・連携事業

実際の東北送客を目的とし、OTAと連携したキャンペーン事業や共同広告等を実施。

【市場別事業】 ※市場特化型事業

東北関連の市場別プロモーション実施市場 （7市場16事業実施予定）

①中国 ②香港 ③台湾 ④アメリカ（NYC・LAX） ⑤カナダ ⑥オーストラリア ⑦イギリス
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訪日旅行市場の拡大基調とその変化:
① 個人旅行（ＦＩＴ）化及びリピーター化
② アジア市場の拡大と質の高い欧米豪市場の着実な成長

外国人の食のニーズ：
日本食への関心の高まり ≠ ローカルフードへの関心

必要な取組み：

①多様化する食習慣（ハラール、ベジタリアン等主要な食習慣）への理解

②メニュー等食の情報発信強化（多言語と分りやすさ）

③ 簡易な予約、決済方法（キャッシュレス化）への対応

④ 満足度を高める工夫（Wifi, メニュー外国語化、禁煙等）

最近の訪日インバウンド動向と対応： まとめ

言語対応への過剰な不安を払拭
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MICEとJNTOやCVBの役割

Meeting
企業会議

【例】
全社経営会議、
グループ企業会議、
企業セミナー 等

Incentive(Travel)
企業が販売促進目的で、従業員等の表彰や研修など
を含めモチベーション向上のため実施する旅行。
企業報奨旅行・研修旅行とも呼ばれる。

【例】
販売代理店や
成績優秀者に対する
報奨旅行 等

Exhibition/Event（業界団体や主催会社）
展示会・見本市、文化・スポーツイベント等。

【例】
東京モーターショー、
国際ロボット展、
東京国際映画祭、
ラグビーワールドカップ、
オリ・パラ 等

Convention
国際団体、学会、協会が主催する大会、
学術会議 等。

【例】
伊勢志摩サミット、
世界水フォーラム、
国際解剖学学会、
アジア心身医学会 等

主として海外主催者からの照会、リードによるもの （ＪＮＴＯ/ＣＶＢ → 関係企業 ＝ 民間対応）

国内主催者と協議して実施（ＪＮＴＯ/ＣＶＢ→関係企業 ＝誘致開催の流れ）

（ＪＮＴＯの協力対象は、原則として国際間の誘致競争案件）

ホテルが決め手 旅行会社が決め手

国内主催者が決め手 主催者の企画力が決め手
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世界及び地域別の国際会議開催件数の推移

 ICCA（国際会議協会）の統計によれば、世界の国際会議の開催件数は、毎年3~4%増加傾向。
 開催地域別の開催件数の推移をみると、国際機関・学会の本部の多くが設置されている欧州が世界全体の
約半数を占めているものの、急速な経済成長を背景にアジアや南米地域は特に開催件数の伸びが高い。

41出典：ICCA統計
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出典：ICCA（国際会議協会）統計より作成

国別・都市別国際会議開催件数（2016）

順位 国名 件数

1 米国 934

2 ドイツ 689

3 英国 582

4 フランス 545

5 スペイン 533

6 イタリア 468

7 日本 410

7 中国 410

9 オランダ 368

10
カナダ

287
ポルトガル

12 オーストリア 268

13 韓国 267

14 スウェーデン 260

15 ブラジル 244

16 オーストラリア 211

17 ポーランド 195

18 ベルギー 194

19 アルゼンチン 188

20 スイス 184

国別の開催件数
アジア大洋州・中東地域の都市別

開催件数ランキング

アジア大洋州
中東地域順位

世界順位 都市名 開催件数

1 6 シンガポール 151

2 10 ソウル 137

3 12 バンコク 121

4 15 北京 113

5 19 香港 99

6 21 東京 95

7 24 台北 83

8 25 上海 79

9 32 クアラルンプール 68

10 41 シドニー 61

11 44 京都 58

11 44 メルボルン 58

13 49 ドバイ 52

14 56 マニラ 46

15 61 バリ 43

23 100 大阪 25

24 111 福岡 23

26 120
横浜

21
神戸

35 152 札幌 17

37 160 名古屋 16

40 169 奈良 15

48 203 仙台 13

62 279 広島 9

69 301 金沢 8

79 324 北九州 7

87 357 つくば 6

92 392

千葉

5新潟

富山

世界順位 都市名 開催件数

1 パリ 196

2 ベニス 186

3 バルセロナ 181

4 ベルリン 176

5 ロンドン 153

6 シンガポール 151

7
アムステルダム

144
マドリッド

9 リスボン 138

10 ソウル 137

11 プラハ 126

12 バンコク 121

13 ダブリン 118

14 コペンハーゲン 115

15 北京 113

16 ブタペスト 108

17 ブエノスアイレス 103

18 ストックホルム 101

19 香港 99

20 ローマ 96

21 東京 95

22 ヘルシンキ 92

23 ブリュッセル 91

24 台北 83

25 アテネ 79

25 上海 79

都市別の開催件数
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国際会議誘致・開催のフロー

情報
収集

日本側
主催者
による
立候補

誘致
活動

開催決定
開催準備

開催
効果把握
次回誘致

◆海外MICE
見本市に出展

◆海外セミナー
商談会に参加

◆国際団体
データベース
の検索

◆日本側ホスト
が日本開催の
意思表明

◆国内候補都市
を選定

◆国際本部へ
立候補書類
(ビッドペーパー)

提出
※招請状添付

◆ロビー活動
開催地決定権者
等へ日本開催の
必要性を説明

◆海外キーパー
ソンの招請

◆総会・理事会
等で立候補都市
アピールのプレ
ゼンテーション
実施

◆投票等により
開催都市決定

日本に決定

◆開催事務局の
組織化
◆寄附金募集
◆広報用Web
サイト立上げ等
開催準備
◆参加者募集

◆ウェルカム
スピーチ

◆開催都市等に
よる各種開催支
援プログラムの
活用
◆ユニークベ
ニューの活用

◆開催による
経済効果
◆参加者交流に
よる地域活性化
◆学術研究・産
業連携の進展・
波及
◆訪日再訪意欲
促進

★誘致活動・開
催効果の評価
（国際会議誘致
開催貢献賞）
★次の誘致活動
の計画策定
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国際会議誘致・開催に向けたJNTOの活動内容

情報収集 ・海外MICE見本市に出展し、海外MICEバイヤーからの情報収集
・海外国際会議セミナー、商談会に出席し、海外MICEバイヤーから情報収集
・国際団体（ICCA等）セールスデータベースの検索
・海外事務所による国際本部の情報収集

国内主催者
セールス

・JNTO国際会議データベース（Salesforce）から国内キーパーソン検索
・学会ホームページから国内キーパーソン検索
・国内キーパーソンへメール等により国際会議誘致の可能性の意思確認

立候補支援 ・「国際会議誘致マニュアル」の提供
・開催都市選定のお手伝い、候補都市コンベンションビューロー等のご紹介
・国際本部へ提出する立候補書類（ビッドペーパー）作成のお手伝い
・JNTO理事長、観光庁長官、関係省庁大臣の招請レター発出

誘致活動支援 ・国際本部へのアプローチ、ロビー活動
・海外キーパーソン招請
・プレゼンテーション資料作成のためのPR用画像・映像の提供
・プレゼンテーションのコンサルティング
・日本PRブースの運営（会議参加者へのPRツール・グッズの提供）
・Japan Nightの実施

会議開催支援 ・「国際会議開催マニュアル」の提供
・寄附金募集・交付金交付制度のお手伝い
・JNTOウェブサイトへのリンク
・海外からの参加者募集PRのお手伝い
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国際会議

やまがた温泉ＭＩＣＥ
(事例研究）

日本ならではの温泉ホテ
ルで

海外からの参加者をおも
てなし



「山形ならでは」の国際会議誘致の取組み

山形ならではの温泉ホテルで

海外参加者をおもてなし

「やまがた温泉ＭＩＣＥ」（＝国際会議）の提案

背景： ・国内旅行（特に、団体旅行）市場の縮小
・開催地間の誘致競争激化
・インバウンド市場の拡大（外国人旅行者の増加）

山形開催の主な強み、特典
○MICE参加者には1泊2日料金の提示（平日基本）
○多彩なレセプション提案（豊富な食、地酒、やまがた舞子、花笠踊り）
○エクスカーションプランも豊富（視察、観光）
○助成金を含めた山形CBの積極的なサポート
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海外参加者が喜ぶユニーク・ベニューの提供

1. ♨ 山形県は温泉王国、多くの名湯・温泉地があり、泉質はもちろん立
地環境など多様な特色がございます。

2.     ♨ 温泉ホテル・旅館は、日本特有の宿泊施設で、最近はインバウンド
でも人気がございます。

3. ♨ 温泉ホテルを国際会議の会場にすれば、日本らしい・日本ならでは
の会場、 レセプション・バンケット演出が可能です。

蔵王温泉（山形市）
たかみや瑠璃倶楽リゾート ホテル樹林

天童温泉（天童市）
ほほえみの宿 滝の
湯

かみのやま温泉（上山市）
仙渓園月岡ホテル 日本の宿古窯
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温泉ホテルで国際会議が出来る！

♨ 山形県内の大型温泉ホテルでは、コンベンション・ホールを
有したり、大宴会場を場面転換し、ミーティング・スペースと
して使う事が出来ます。

♨ コンベンション・ホールを有する温泉ホテルは、国内のコン
ベンションの開催実績があります。

♨ 参加者の宿泊が伴えば、シティホテルより安価で会場が借
りられる時期もございます。

♨ 山形県でコンベンションへの対応が可能な温泉ホテルで

は、参加者向け に「１泊朝食付」の料金提示が可能です。

温泉ホテルのコンベンション・ホール、大宴会場でのミーティング使用例
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山形CBが国際会議開催を連携してサポート

山形コンベンションビューローが、会員のPCOや

旅行会社、イベント業者等と協力し、主催者を

バックアップします。
【主な国際会議支援制度】

・助成金：宿泊を兼ねた参加者総数が50人以上（国内¥1,500/人、海外¥5,500/人）上限300万円

・貸切バス支援： 参加者総数が50人以上、1,000人以内の場合 上限¥100,000

・アトラクション支援： ¥100,000を上限にアトラクションの経費を助成

・歓迎看板： 山形空港と開催地の最寄JR駅に歓迎看板を掲示

（一財）山形コンベンションビューロー コンベンション担当

TEL:023-635-3000 e-mail:sales@convention.or.jp

歓迎看板

JR山形駅西口

JR山形駅東口

おいしい山形
空港
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ご清聴ありがとうございました。

日本政府観光局（JNTO）
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